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品質・安全に貢献する製造ソリューションF E A T U R E D  A R T I C L E S

Overview

製造分野の品質と安全を支える
日立のバリューチェーンソリューション
角本 喜紀｜Kakumoto Yoshiki

稲木 夏彦｜ Inaki Natsuhiko

1. はじめに

地球温暖化，都市部への人口集中，少子高齢化に伴う
労働人口の減少など，世界中でさまざまな問題が顕在化
する中，2015年に国連総会においてSDGs（Sustainable 
Development Goals：持続可能な開発目標）が採択され1），
持続可能な社会の実現に向けたグローバルな取り組みが
広がっている。一方，頻発する自然災害や新型コロナウ
イルス感染症の感染拡大などの影響で，世界規模でサプ
ライチェーンの分断や経済活動の停滞が発生し，社会や
企業が活動を持続するためのリスク対応が以前にも増し
て求められるようになった。
日立グループは2021中期経営計画において，社会イノ
ベーション事業を通じて「社会価値」，「環境価値」，「経
済価値」の三つの価値を同時に高めることで，人々のQoL
（Quality of Life）向上と顧客企業の価値向上を図り，持
続可能な社会の実現に貢献することを掲げている。この
社会イノベーション事業を加速するため，インフラの運
用・制御技術であるOT（Operational Technology）と
データ分析や最適化などのITを組み合わせたLumada2）

を活用して，さまざまな課題の解決に取り組んでいる。
産業分野の事業を担うインダストリーセクターでは，
OTとIT，そして産業機器などのプロダクトを組み合わ
せ，現場と経営をシームレスにつなぐソリューションの
提供をめざしている。本稿ではSDGsの目標の一つであ
る「つくる責任，つかう責任」に関係し，また製造にお
ける重要な価値である「品質・安全」に貢献する製造バ
リューチェーンソリューションを，新型コロナウイルス
の影響でニーズが高まっている「自動化」，「リモート」，

「非接触」に関わる技術に焦点を当てて紹介する。

2. 国内のものづくりの状況

本稿で紹介するソリューションの背景となる国内のも
のづくりが置かれている状況について，その課題やデジ
タル化のニーズを概観する。

2.1

製造現場の課題

1990年代以降の国内の製造業のコスト競争力は，円高
の影響もあって大きく削がれ，労働集約的な作業は労働
コストの安い国へと移すグローバルサプライチェーンが
進展した3）。一方で，地道な努力によって競争力を維持
する優良な製造現場も国内に数多く残っており，また近
年はグローバルな賃金格差が縮小していることから，
2010年代以降，国内のものづくりはコスト競争力を増し
ているとされる4）。
こうした中，国内のものづくりにおいては，絶え間な
い機能強化と相まって，環境負荷低減や製品ライフサイ
クル管理など製品開発上の制約が年々厳しくなり，結果
的に製品の複雑化へとつながっている5）。また電動化の
進展により制御ソフトウェアの機能開発や検証も複雑化
している。特に自動車などのモビリティ製品においては，
機器と制御ソフトが矛盾なく整合性をもって作動するこ
とが重要であり，これが一層の複雑化をもたらす要因と
なっている。
これに対して国内の設計・製造現場では，ベテラン作
業者の高齢化，人手不足，設備の老朽化などの問題が，
労働人口減少と相まって表面化してきている。
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複雑化する製品と人手不足という複合的な制約の中，
リコールの発生や検査の不備など，品質・安全に関わる
問題がしばしば発生し，話題となった。また製造現場で
は以前から，ロボットを含むさまざまな自動化技術が導
入されてきたが，新型コロナウイルスの影響で自動化へ
の要求は一層高まり，リモート操作や非接触に関わる技
術導入も強く求められるようになっている。

2.2

バリューチェーン連携のニーズ

ドイツのIndustrie 4.0の動きを受け，2014年頃からIoT
（Internet of Things）などのデジタル技術に注目が集
まっている。これはコンピュータ技術の進展によりAI
（Artifi cial Intelligence）やデータ分析技術が実用に耐え
うるレベルに達し，かつ比較的安価に利用できるように
なったことが大きい。国内においては製造業界を中心に，
製造現場の見える化，製造ラインの自動化，機器の保守
サービスなどでデジタル技術の導入が進んできた。
一方，設計部門においては，製品設計ではCAD

（Computer-aided Design），CAM（Computer-aided 
Manufacturing），構造解析などのシミュレーションでは
CAE（Computer-aided Engineering）などのデジタル技
術が1980年代から導入されてきた。二次元の図面作成
ツールから始まり，段階を経て三次元へと進展し，今日
では三次元CADとCAEを一体化したツールが多い6）。
さらに多品種少量生産，開発や製造の期間短縮，製品ラ
イフサイクル管理などを実現するには，設計から製造のエ
ンジニアリング管理やサプライチェーン管理を含むバ
リューチェーン全体をデジタル技術で連携させる必要があ

る。しかし国内の多くの製造関連企業では，BOM（Bill of 
Material）データの未整備や作業工程ごとの縦割り管理な
どが原因でこの連携が十分に進んでいなかったとされる7）。
一方で，自然災害や今般の新型コロナウイルス感染症
の影響などによるサプライチェーンの分断により，製造
業は製品の仕様や調達先を急遽変更せざるを得ないとい
うリスクにさらされている。このリスクに対応するには，
製品や工程の設計，調達先の選定，さらには製造ライン
設計において高い能力が求められるとともに，バリュー
チェーンに携わる各企業が連携して対応する必要があ
る7）。つまり，ここにきてバリューチェーン全体をデジ
タル技術で連携させることが真に求められるようになっ
たと言える。

3. 製造バリューチェーンソリューション

本章では製造バリューチェーンに関わるソリューショ
ンとして，AIや数理最適化技術，映像処理技術，シミュ
レーション技術を用いて，2.1節で述べたものづくりにお
ける品質・安全や自動化に関わる課題を解決するソ
リューションを紹介する。また2.2節で述べたバリュー
チェーン連携に関しては，前述のソリューションに加え，
統合トレーサビリティ管理と，設計業務の協調作業をリ
モートで支援するソリューションを紹介する。
図1は3軸のバリューチェーン連携を示す図に本章で
紹介するソリューションを割り当てたものである。この
3軸はIndustrie 4.0の報告書8）を参考に，製品の設計から
製造までのエンジニアリング管理，製品や部品の調達か
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図1｜ バリューチェーン関連図
「製品企画・設計，製造の流れ」と，「調達から製
造，販売，サービスの流れ」の2軸でのものづくりに，
「生産ラインの設備設計・設備運用・設備保守の流
れ」の3軸をつなぐことで，最適なものづくりをめざす。
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ら物流・アフターサービスまでのサプライチェーン管理，
生産ラインの設計から構築・保守までの生産ライン構築
管理を示したものである。エンジニアリング，サプライ
チェーン，生産ラインのそれぞれの流れは「製造」部分
で重なるため，連携してそれぞれのプロセスを実行する。

3.1

協調設計ソリューション

製品設計の現場では，国内外の拠点間やサプライヤと
の協業による協調設計を進めることで設計業務のリード
タイム短縮・高効率化・高品質化による製品競争力の向
上に取り組んでいる。また新型コロナウイルス感染症収
束後のニューノーマル時代を見据えて，設計業務におい
てもリモートワークが求められている。日立は，複数拠
点で協調した設計業務を実現するソリューション
「Hitachi Digital Supply Chain/Design Service」を開発
し，サービスを提供している。

3.2

製造管理ソリューション 

図2に，本節で述べる製造管理ソリューションに共通
するコンセプトを示す。これは，製造現場の4M（Human, 
Machine, Material, Method）データをセンシングし，こ
のデータを分析して，具体的な制御や指示を実施する，

Sense-Think-Actのコンセプトを示している。ここでは，
このコンセプトにのっとって開発を進めてきた以下のソ
リューションを紹介する。
（1）映像解析による作業認識ソリューション
AI技術を活用し，膨大な映像データから人の行動や動
作特徴をリアルタイムに認識する映像解析技術を開発
し，製造現場への適用を進めている。目的に応じて，人
の位置や動線，人の作業動作，微細加工の手技など，さ
まざまな粒度の人の作業を非接触・リモートで認識し，
このような人（Human）作業の認識結果を4Mデータの
一つとして活用することで，製造業における作業品質・
生産性・安全性の向上を実現する。
（2）4Mデータ分析による生産性・品質向上ソリューション
現場の生産資源に関わる4Mデータを複合的に収集・
記録・活用して顧客の生産ロス・品質・保全に関わる課
題要因とその改善策を分析するサービスを展開してい
る。その一つである「4Mロス分析サービス」は，生産管
理の熟練者の視点・ロス要因の解析ノウハウを4Mデー
タの観点でモデル化し，その解析手法を分析・可視化の
機能・価値として提供している。
（3）鉄鋼生産バリューチェーンの高度化技術
プロセスオートメーションである鉄鋼業向けソリュー
ションにおいて，日立にはAI技術や最適化技術などを世
界に先駆けて導入してきた実績がある。最近の取り組みと
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図2｜Sense-Think-Actのサイクル
さまざまなセンシング技術を活用して4M（Human, Machine, Material, Method）データを取得（Sense）し，分析（Think），
フィードバック（Act）するサイクルを持続的に回す。

注：略語説明
IoT（Internet of Things）
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して，ビッグデータ解析技術により熟練者の生産計画を再
現して高品質な計画を即座に立案する「生産計画最適化
（MLCP：Machine Learning Constraint Programming）」，
また，現有のモータ電流信号を独自のデータ分析AI技術
を使って予兆診断を行い，モータの保守業務効率化につ
なげるサービスなどがある。 

3.3

製造ライン構築ソリューション

FA（Factory Automation）の分野では，日立は当初，
少人化・品質向上安定・生産サイクル短縮を実現し，現
場環境に左右されない作業継続をめざしてきた。その後，
2章で述べたようにFAを取り巻く環境が大きく変化する
中で，FAにおいてはデジタル技術を有効活用し，生産状
況の可視化，生産実績の分析だけでなく次の生産へ
フィードバックするダイナミック・ケイパビリティが求
められている。これを受け，製造ライン構築においても
このダイナミック・ケイパビリティを持ったソリュー
ションの開発を進めている。

3.4

トレーサビリティ管理ソリューション

近年，工業製品の構造は複雑化し，仕様も多様化して
いる。こうした中，品質問題を解決するために，製造プ
ロセスに関わるさまざまな情報を製品から読み取れるよ
うにデータを収集・蓄積し，関連付けて管理するトレー
サビリティ技術が求められている。日立は，目に見える
部品や製品だけではなく，製品をどのように作ったのか，
作業者の動きに関する情報などをモノに関連付けて管理
することで顧客に新たな価値を提供する総合トレーサビ
リティを提供している。また，製品の開発・試作から製
造・保守，修理などを含めた製品のライフサイクル全体
のトレースを実現する検討を進めている。

4. おわりに

新型コロナウイルス感染症の流行により世界中でデジ
タル化が急速に進んでいる。ものづくりにおいても，以
前から提唱されてきたデジタル技術によるバリュー
チェーン連携の取り組みが加速すると思われる。
日立はエンジニアリング管理，サプライチェーン管理
のソリューションに加え，生産ライン構築管理に関わる
ソリューションを強化して，引き続き製造バリュー

チェーンを連携するソリューション開発に取り組んでい
く。そしてこの活動を通じて人々のQoL向上と顧客企業
の価値向上を図り，持続可能な社会の実現に貢献する所
存である。

参考文献など
1）村上芽，外：SDGs入門，日経文庫（2019.6）
2） 岩嵜正明，外：社会システムの持続的な開発と運用を支えるLumada

のプラットフォーム，日立評論，102，3，335～340（2020.7）
3） 猪俣哲史：グローバル・バリューチェーン 新・南北問題へのまなざ
し，日本経済新聞社（2019.6）

4） 藤本隆宏：日本ものづくりはいまなお健在である［前編］，Diamond 

Quarterly 2020年春号，ダイヤモンド社，pp.4～15（2020.３）
5） 藤本隆宏：「人工物」複雑化の時代 設計立国日本の産業競争力，
有斐閣（2013.3）

6） 内田孝尚：バーチャル・エンジニアリング 周回遅れする日本のもの
づくり，日刊工業新聞社（2017.6）

7） 経済産業省：2020年版ものづくり白書（2020.5）, 

https://www.meti.go.jp/report/whitepaper/mono/2020/honbun_

pdf/index.html

8） PLATFORM INDUSTRIE 4.0, Aspects of the Research Roadmap in 

Application Scenarios, Federal Ministry for Economic Affairs and 

Energy(BMWi) (2016.4), 

https://www.plattform-i40.de/PI40/Redaktion/EN/Downloads/

Publikation/aspects-of-the-research-roadmap.html 

執筆者紹介

角本 喜紀
日立製作所 インダストリー事業統括本部 

事業戦略統括本部 研究技術管理部 所属
現在，産業分野の研究開発の企画・管理業務に従事
博士（情報学）
電気学会会員，情報処理学会会員

稲木 夏彦
日立製作所 産業・流通ビジネスユニット 

デジタルソリューション事業統括本部 

ソリューション＆サービス事業部 新事業計画・管理部 所属
現在，産業分野の事業戦略の企画・管理業務に従事



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /PageByPage
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.6
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends false
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams true
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments false
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage false
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /HiraKakuStd-W1
    /HiraKakuStd-W2
    /HiraKakuStd-W3
    /HiraKakuStd-W4
    /HiraKakuStd-W5
    /HiraKakuStd-W6
    /HiraKakuStd-W7
    /HiraKakuStd-W9
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /Impact
    /LucidaConsole
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TimesNewRomanMT-ExtraBold
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 144
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 144
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.33000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<


    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e55464e1a65876863768467e5770b548c62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc666e901a554652d965874ef6768467e5770b548c52175370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents suitable for reliable viewing and printing of business documents.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 6.0 and later.)
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>



    /HUN <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF adatti per visualizzare e stampare documenti aziendali in modo affidabile. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 6.0 e versioni successive.)
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020be44c988b2c8c2a40020bb38c11cb97c0020c548c815c801c73cb85c0020bcf4ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken waarmee zakelijke documenten betrouwbaar kunnen worden weergegeven en afgedrukt. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 6.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>


    /SKY <>

    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>

  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements true
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


